
　10～12階建の場合は上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。

200V、

床上～中心壁掛形制御盤

動

火

災

報

知

テ
レ
ビ
共
同
受
信

壁付呼出ボタン（多機能トイレ）

テレビ端子直列ユニット（和室）

導

支

援

出
退

マ
ル
チ
サ
イ
ン

時

計 壁掛形親時計
床上～中心

分電盤 床上～中心
拡

声

表－１　機器標準取付高さ

電

力

共

通

電

灯

ブラケット（一般）

ブラケット（踊場） 床上～中心

床上～中心

コンセント（台上） 台上～中心

開閉器箱 床上～中心

制御用スイッチ 床上～中心

床上～下端

天井下～上端

床上～中心

端子盤（室内）

集合保安器箱

壁付電話機（一般） 1,300

2,300床上～中心

自 受信機・副受信機

表示灯 床上～中心 2,100

液化石油ガス検知器 床上～上端 300

300

200

警報ベル

800～1,500

機器収容箱 800～1,500

発信機 床上～中心 800～1,500

機器収容箱 天井下～上端 200

テレビ端子直列ユニット（一般） 床上～中心 300

床上～中心 150

標準図による

2,000～2,500

壁付インターホン（上記以外） 床上～中心 1,300

1,500

(上限1,900以下)

1,500

1,300

2,100～2,300

150

床上～中心 900

誘

床上～中心 1,300

情報表示盤 床上～中心 天井高×0.9

壁付発信機 床上～中心 1,300

床上～中心 2,300

壁付押しボタン（一般） 床上～中心 1,300

測点 取付高〔mm〕

積算計器 地上～窓中心 1,800～2,000 1,500

引込開閉器 地上～中心 1,800～2,200 (上限1,900以下)

1,500 子時計 床上～中心 天井高×0.9

(上限1,900以下) 床上～中心 天井高×0.9

床上～中心

壁掛形スピーカ

名称 測点 取付高〔mm〕 名称

コンセント（和室） 床上～中心 150 ベル・ブザー・チャイム

壁付アッテネータ

スイッチ

スイッチ（多機能トイレ）

コンセント（一般）

1,300

1,100

300

床上～中心

床上～中心

ブラケット（鏡上） 鏡上端～中心

150～200

コンセント（車椅子用） 床上～中心 900

１．

２． 建物概要

３． 工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

４． 指定部分 ○ 無 ○ 有

１． 共通仕様

２． 特記仕様

建物別及び屋外

工　事　種　目

　　　　一式

電 灯 設 備

○ 動 力 設 備

○

電気自動車用充電設備

電 熱 設 備

庁舎

○

雷 保 護 設 備

　　　　一式

　　　　一式

屋外

　　　　一式

　　　　一式

発 電 設 備

拡 声 設 備

受 変 電 設 備

○ 構 内 交 換 設 備

○

○

　　　　一式

　　　　一式

○

○ 電 力 貯 蔵 設 備

構内 情報通信網設備

　　　　一式

防犯 入退室管理設備

○

○

監 視 カ メ ラ 設 備

テレ ビ 共同受 信設備

誘 導 支 援 設 備

映 像 音 響 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

○

○

○

備　　　考

　　　　一式

　　　　一式

　　　　一式

　　　　一式

○

○ 構 内 通 信 線 路 　　　　一式

○ 　　　　一式

○

庁 舎

情 報 表 示 設 備

○

仕　様　書

建物名称 構 造 階 数

 工 事 概 要

○

　　　　一式

　　　　一式

　　　　一式

○

○○造 ○Ｆ ○○，○○○ ○項 新 築 or 改 修

　　　　一式

　　　　一式

工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

　　　　一式

　　　　一式

 工 事 仕 様

○

火 災 報 知 設 備

中 央 監 視 制 御 設 備

構 内 配 電 線 路

Ⅰ

建築基準法による

延 べ 面 積(㎡)

消防法施行令

別表第一の区分

Ⅱ

ＬＥＤ照明器具（一般屋内用に限る）

照明制御装置

可変速運転用インバータ装置

分電盤

制御盤

キュービクル式配電盤

高圧スイッチギヤ（ＣＷ形）

高圧スイッチギヤ（ＰＷ形）

高圧交流遮断器

高圧進相コンデンサ

高圧限流ヒューズ

高圧負荷開閉器

高圧変圧器（特定機器）

交流無停電電源装置

太陽光発電装置（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）

監視カメラ装置

中央監視制御（監視制御装置）

蛍光灯器具

機材 製造業者等

○

○

○

○

○

○ ＥＢ（D=10，L=1,000又はW=30，L=900）×１

○

○

ＥＢ（D=10，L=1,000又はW=30，L=900）×１

ＥＢ（D=10，L=1,500又はW=30，L=1,200）×１

Ω以下電話引込口の保安器 EＬｔ 100

LH

C

D

A

ＥＢ（D=10，L=1,000又はW=30，L=900）×１

表－２　接地極一覧表

Ａｔ

A・C・D

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

Ω以下

EA・B・C・D Ω以下

Ω以下

通信用（10Ω）

E0 Ω以下

EB

高圧避雷器用 E 10

C種 E 10

Eｔ 10

E

通信用（100Ω） EＤｔ 100

測定用

Ω以下

E

Ω以下

Ω以下

接地の種類 記号 接地抵抗 接地極の規格・数量

共同接地

交換装置用

10

10

Ω以下

E 10

Ω以下

D種 ED 100 Ω以下

D種

B種 Ω以下

共同接地 E Ω以下

A種

○

○

○

○

○

）

指定部分工期　　　　　　年　　月　　日

対象部分（

図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書

等のうち、●印の付いたものを適用する。

を適用する。

なお、機械設備工事の特記仕様書は（　／　）図、建築工事の特記仕様書は（　／　）図による。

（１）

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書

項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

○

項　　　　　目

用適 区 分

特　　記　　事　　項

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有す

　　　べき品質及び性能を有するものとする。

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満た

  　　すものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が

  　　評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製

  　　造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略するこ

  　　とができる。

　　　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　③安定的な供給が可能であること。

　　　④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

機材の品質等

○

○ 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

○ 本工事で設置する。

同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準

における2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

○ ○ 種 ○ 種） ○ ○ 種 ○ 種）

既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編第１章による。

本工事で作成する施工図等のうち、次の原図及びその複写図（１部）を監督職員に

提出する。ただし、製作図等で原図として提出ができないものは、原図に代わるも

のとしてよい。

なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲する。

一式

制御システム図 一式

一式

一式

提出部数　（原図サイズ Ａ１ ○

ＣＡＤデータの提出（ （ ○ 不要）

○

保全に関する資料

建築物等の利用に関する説明書

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、

内部足場（ 外部足場（

機器製作図

試験成績書

機器・配管固定の施工図

要の場合、オリジナルファイルも提出する。

既存完成図（ＣＡＤデータ）の修正を行う。

足場その他

養生

完成図等

事前調査 （ ○ 本工事 ○ 別途 ）

調査項目 （ ○ 既存資料調査 ○ ）

調査範囲 （ ○ 図示 ○ ）

調査方法 （ ○ 図示 ○ ）

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針

2014年版」（独立行政法人建築研究所監修）による。

 （１）設計用水平地震力

　　　機器の重量[ｋＮ]に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　　　なお、特記なき場合は、設計用標準水平震度は、次による。

設計用標準水平震度

○

・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

・重要機器は次のものを示す。

配電盤 ○ 発電装置（防災用）○ 直流電源装置

○ 交流無停電電源装置○ 交換機 ○ 自動火災報知受信機

○ 中央監視装置 ○ ○

○ ○ ○

 （２）設計用鉛直地震力

はつり工事は、事前に以下の調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

（○走査式埋設物調査　　○Ｘ線調査（費用は別途とする））

（　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

機 器 種 別

上層階

屋上

及び塔屋

中間階

特定の施設 一般の施設

　　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

1.01.5

0.6 0.4機　　　器 1.0 0.6

1.5 1.0

重要機器 一般機器

機　　　器 2.0 1.5

防振支持の機器

水　槽　類

水　槽　類 1.0

1.5 1.5

重要機器 一般機器

1.5 1.0

2.0 1.5

0.6

防振支持の機器

0.6

水　槽　類 2.0 1.5 1.5 1.0

機　　　器 1.5 1.0 1.0

1.5 1.0 1.0 0.6

1.0 1.0 1.0 0.6

防振支持の機器 2.0 2.0

○ 施工調査

電源周波数

耐震措置

○ はつり

○ 天井仕上区分

最大電力５００〔ｋＷ〕以上の場合においても、第一種電気工事士により

施工を行う。

仮電源 （ ○ 受変電 ）

（ ○ 発電 ）

（ ○ 図示 ）

配線本数、管径等は、図面と相違しても差し支えない。

ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

フラッシュプレートは、図面に特記なき場合、

（ ○ 金属製（ステンレス、新金属を含む） ○ 樹脂製

次の露出配管は、塗装を行う。

（ ○ ○ ）

三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

備考

   IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

図面に特記なき場合は、表－１「機器標準取付高さ」による。

図面に特記なき場合は、表－２「接地極一覧表」による。

仮設備期間

分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配管配線経路、配線太さ、

）とする。

屋外の配管

(1)

(2) 「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧

図面に特記なき場合は、工事区分表による。

86.0 88.5 92.0 93.0 94.0

電動機出力(kW) 0.4 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5

37 45

規約効率(%) 94.5 95.0 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5

94.0 94.5

電動機出力(kW) 11 15 18.5 22 30

7.5

規約効率(%)

規約効率は、JEM-TR245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

電気工事士

○ 仮設備工事

配管本数、管路等

○ フラッシュプレート

金属管の塗装○

インバーター装置の○

規約効率

機器取付高さ○

他工事又は他工種○

との取り合い

注）

監督職員と協議する。

天井高3,000ｍｍ以上の場合及び上記取付高さにおいて機器の使用に支障が生じる場合は、

床上～操作部

床上～操作部

構

交

換

動

力

内

外部受付用インターホン（子機）

地階･１階

規約効率は、JISC4212

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

○ 風圧力

風速（Vo= ）

地表面粗度区分（ ）

○ 積雪荷重

建設省告示第1455号における区域　別表（
）

引渡しを要するもの以外は、構外搬出適切処理とし、搬出処理費は別途とする。

理発 生 材 の 処

等 に つ い て

環 境 へ の 配 慮
 （１）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく「環境物品

 （２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

 　有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

　 ①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パ

 　　ーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、

　 　緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散し

　 　ない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド

　 　の放散量」の区分に応じた材料を使用する。

 　②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない

　 ③接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキ

　 　シル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用

　 　する。

 　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルム

 　　アルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少

 　　ない材料を使用したものとする。

　 　材料を使用する。

 （３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制

 　対象外」とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③

　 又は④に該当する材料を指す。

　 ①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホル

 　　ムアルデヒド発散建築材料以外の材料

　 ②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受け

 　　た材料

　 ③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建

　 　築材料

　 ④建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受け

 　による特定調達品目の場合は、判断の基準等を満たすものとする。

 　等の調達の推進に関する基本方針（環境省ホームページに掲載）(毎年２月改定）」

　 　た材料

（４）グリーン購入法に基づく、環境物品等の調達に関する基本方針(以下「基本方針」という)

（環境省ホームページに掲載）(毎年２月改定))において位置づけられた、「特定調達品目」

に該当する材料及び建設機械等は、原則として基本方針に定める判断基準を満足するものを

使用することとする。

また、「特定調達品目」の調達の実績（設備及び公共工事）について、当該年度の調達実績集計表

提出する。

（物品・役務及び公共工事）を環境省ホームページからダウンロードし、Excelファイルで作成し、

なお、やむをえず判断基準に満たないものを使用する場合は、監督職員の承諾を受けるものとする。

５０Hz／６０Hz

工事場所 東京都新宿区内藤町１１

公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(最新版)(以下「標準仕様書」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(最新版)(以下「改修標準仕様書」という。)

公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(最新版)(以下「標準図」という。)
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縮尺科　長 担　当

件　　名

所　長 主　査 図面番号

環境省　　新宿御苑管理事務所

NS

図面名称 電気設備工事特記仕様書

●

●

　　　　一式

E-０１

令和３年度新宿御苑電気自動車充電設備等整備工事

令和３年度新宿御苑電気自動車充電設備等整備工事

●



縮尺科　長 担　当

件　　名

所　長 主　査 図面番号

環境省　　新宿御苑管理事務所

配置図図面名称

E-０２

1／2000

Ｎ

新宿御苑トンネル

インフォメーションセンター

新宿御苑

都立新宿高校

新宿門

新宿御苑トンネル事務所

公園管理

四谷区民センター

管理門

大木戸門

食堂

千駄ヶ谷門

千駄ヶ谷駅

新宿御苑

正門

中央休憩所

大木戸休憩室

レストハウス

御殿山トイレ

今回工事範囲

今回工事範囲

E-08大木戸駐車場変電所ケーブルルート図参照

E-11大木戸駐車場電気自動車充電設備平面図参照

今回工事範囲

E-09中央休憩所変電所ケーブルルート図参照

令和３年度新宿御苑電気自動車充電設備等整備工事



縮尺科　長 担　当所　長 主　査 図面番号

環境省　　新宿御苑管理事務所

図面名称

件　　名

N・S

E-０３

令和３年度新宿御苑電気自動車充電設備等整備工事

単線結線図(1)(改修図)(大木戸変電所)

AC100V

ZCT

200A

3

67

ZPD

ＥA

主受変電所へ（電源）

CHd

今回工事範囲

1

2

3

4

5

分岐系統保護装置としてＤＧＲ及びＺＰＤの新設

高圧ケーブル引出しに伴う盤内部及び側面の加工・改修

系統連系保護並びに耐圧・リレー試験の実施

※　非常電源専用受電設備のため、所轄消防署との事前協議並びに設備変更申請が必要

過電流継電器51

不足電圧継電器27

方向性地絡継電器

機器名称

電流計

電圧計

低圧漏電継電器

力率計

電圧計切スイッチ

電流計切スイッチ

電力計

自動力率調整継電器

67

記号機器名称

EL

V

APFC

VS

AS

凡例

CHd

WH

VCT

記号

VCB

PCS

TR

SC

LBS

PF

DS

ケーブル.ヘッド

電力需給用計器用変成器

取引用電力量計

断路器

高圧真空遮断器

高圧カットアウト

変圧器(油入・ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ)

進相用コンデンサー

高圧負荷開閉器

電力ヒューズ

積算電力量計

テストターミナル

ヒューズ

TT

F

Wh

CT

ZCT

SR

VT

ZPD

MCCB

計器用変圧器

計器用変流器

零相変流器

接地コンデンサー

同上用リアクトル 配線用遮断器

A

W

cos
C

RHC-R 高調波リレー

VD 電源表示灯

電流計（DM機能付）MDA

PF G60A 40kAx3

3P-200A

(電圧引き外し出し装置付)

LBS 7.2kV

大木戸駐車場変電所(新設)へ

CHd

大木戸変電所から新設する大木戸駐車場変電所への高圧分岐引出し

高圧分岐に伴い既設高圧受電盤内へのＬＢＳ、ＣＨ新設

大木戸駐車場変電所(新設)へ



縮尺科　長 担　当所　長 主　査 図面番号

環境省　　新宿御苑管理事務所

図面名称

件　　名

N・S

E-０４

令和３年度新宿御苑電気自動車充電設備等整備工事

単線結線図(2)(改修図)(中央休憩所変電所)

【新】中央休憩所変電所単線図 【旧】中央休憩所変電所単線図

TR

6600/210-105V

PFG30Ax3
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PF G50A 40kAx3

7.2kV

3P200A
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6kV CET38°
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店
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売
店
動

力
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ン
セ
ン

ト

ト
イ
レ

電
灯

1φ3W100/200V 中央休憩所トイレへ

屋外自動販売機へ1φ3W100/200V

3φ3W200V トイレポンプ

既設低圧ケーブル現再

既設低圧ケーブル現再

既設低圧ケーブル現再

ト
イ

レ
 
ポ
ン
プ

売
店

電
灯
(自

販
機
)

既設予備ＭＣＣＢへ差し込み
既設予備ＭＣＣＢへ差し込み

（
ト

イ
レ

 ポ
ン

プ
）

（
自

　
販

　
機

）

(
中

央
休

憩
所

ト
イ

レ
)

※負荷切替後、キュービクル撤去
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縮尺科　長 担　当所　長 主　査 図面番号

環境省　　新宿御苑管理事務所

図面名称

件　　名

受変電設備 単線結線図

N・S

7.2kV 40kA  50A電力ヒューズ

7.2kV 40kA  30A電力ヒューズ

7.2kV 40kA  10A電力ヒューズ

ＬＢＳ－６Ａ／２００Ｃ・２１０用補助接点LBS-O

高圧交流負荷開閉器

7.2kV 200A高圧交流負荷開閉器

7.2kV 600A 12.5kA真空遮断器

７．２ｋＶ　４００Ａ　三極単投形断路器

機　器　名　称 摘　　　要記　号

PF

PF

PF

LBS

LBS

VCB

DS

７．２ｋＶ ２００Ａ ＴＣ付１００／１１０Ｖ（８５～１２１Ｖ）

ＭＹ－１　ＭＹ－２用リレーソケットX

ＡＣ１００／１１０Ｖ　（８０～１１０％）補助リレーX

６５－７５－８５℃サーモラベルTHL

ＬＥＤ　ＡＣ１００－１１０Ｖ　Φ２２レッドランプRL

ＬＥＤ　ＡＣ１００－１１０Ｖ　Φ２２グリーンランプGL

ブレーカ用ネームプレートNP

電磁接触器MC

200V 3P 250A配線用遮断器MCB

200V 3P 150A配線用遮断器MCB

100V 2P  20A配線用遮断器MCB

３Ａ　スナイリガラス管ヒューズF

３Ａ　ガラス管ヒューズF

１００Ｖ－２４０Ｖ（９０～２６４Ｖ）照明本体LED

１００Ｖ－２４０Ｖ（９０～２６４Ｖ）　３５０ｌｍ照明LED

ドアスイッチDrSW

100-125V 15AコンセントCON

2.8A  (2.8-4.2A)サーマルリレーTHR

100A零相変流器ZCT

１００／２００Ｖ（８０～１１０％）　表面形漏電火災警報器LGR

試験用電圧端子VTT

試験用電流端子CTT

静止形過電流継電器OCR

不平衡用　５０Ｈｚ力率計PF

6600/110V   50/5A電力計W

1000/5A電流計AM

 600/5A電流計AM

 500/5A電流計

  50/5A電流計

 300V電圧計

９０００Ｖ　変圧比６６００／１１０Ｖ電圧計

1150V1000/5A 40VA計器用変流器

1150V 600/5A  5VA計器用変流器

1150V 500/5A  5VA計器用変流器

6900V  50/5A 25VA計器用変流器

６６００／１１０Ｖ　　５０ＶＡ　Ｆ付計器用変圧器

３φ　１５０ｋＶＡ　５０Ｈｚ変圧器

１φ　１５０ｋＶＡ　５０Ｈｚ変圧器

１φ　１００ｋＶＡ　５０Ｈｚ変圧器

耐震防振ゴムT-OP

6600V 0.638kvar 50Hz直列リアクトル

7020V  10.6kvar 50Hz高圧進相コンデンサ

AM

AM

VM

VM

CT

CT

CT

CT

VT

T

T

T

SR

SC

3φ3W 6600V 50Hz

CH

VTT

CTT
51R

INST付

T1

1φ100kVA

6600/210-105V

油入

ダイヤル温度計、耐震ストッパー付防振ゴム

89R

3×DS

7.2kV

200A

12.5kA

52R

VCB
7.2kV

600A

12.5kA

手動操作

2×CT

50/5A

25VA

n＞10

12.5kA/0.25秒

89T1

LBS

7.2kV

200A

2×PF（37FT1）

7.2kV G30A 40kA

2×VT

6600/110V

50VA

TC

2×CT

600/5A

15VA

VS

AS

A 600/5A

V 300V

A

50/5A

W

600kW

V

9000/150V

cosφ

0.5-1-0.5

2×F

5A

EM-CET38sq

GL RL

52R

26T1

R-S

▲

VS

AS

2×F

5A

T2

3φ100kVA

6600/210V

油入

ダイヤル温度計、耐震ストッパー付防振ゴム

89T2

LBS

7.2kV

200A

3×PF（37FT2）

7.2kV G20A 40kA

2×CT

400/5A

15VA

A 400/5A

V 300V

26T2

VS

AS

2×F

5A

赤指針付

AC100V
RC2
OC2

ダイヤル温度計

ZCT T1

100A

φ30

EL

ELR T1
ZCT T2

100A

φ30

EL

ELR T2

▲ ▲

▲ ▲

VT比×CT比

または3PDS

赤指針付

EA ED EB Ep Ec

49T2

3.4A

FとVTTの位置に注意！
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大木戸変電所へ

SR1

243V

1.91kvar

L=6%

油入

SC1

7020V

31.9kvar

油入

89C1

LBS

7.2kV

200A

3×PF（37FC1）

7.2kV G10A 40kA

電圧引外し装置、

補助開閉器付

▲

▲

設備容量
30kvar
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V 300V
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2×F

5A

A 500/5A
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49T3
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ダイヤル温度計、耐震ストッパー付防振ゴム
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取り外し可能

ZPD

3x250pF

64R

解列信号
太陽光発電設備へ
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③
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線

No
.

幹
線

No
.

20

Ｅ-０５

EV充電装置増設用パネルスペース

この部分は機器スペースとする

１，キュービクルは屋外型とし、函体仕上げ塗装はブラウン色とする。

７，消火器、収納箱共

６，予備品　　電力ヒューズ、１種類毎３本ずつ、ヒューズランプ実装数

５，付属品ＤＳ棒１本、高圧ゴム手袋、高圧検電棒

４，Ｔｒは防振ゴム付きとする。

３，各盤の前後面に照明を設置し、点滅は扉の開閉と連動させる。

２，EV充電装置増設用パネルは盤スペースのみ(令和４年度以降に着工予定)

受変電設備仕様

令和３年度新宿御苑電気自動車充電設備等整備工事



監視窓監視窓 監視窓監視窓監視窓

NPNP NPNPNP

縮尺科　長 担　当

件　　名

所　長 主　査 図面番号

環境省　　新宿御苑管理事務所

図面名称

A1:1/30

令和３年度新宿御苑電気自動車充電設備等整備工事

大木戸駐車場変電所 姿図・基礎図

E-０６

A-140-1A-140-1

D= FRE E

KB 5- 00 07_ FR EE

CH（A4）

100

A-140-1A-140-1

0 20 0

EB 5- 01 9

フック棒取付材
φ 30 用  2 .3t

T

外形

A-140-1

キー No .

変電設備
Hig h vo lta ge s ubst ati on

（扉裏面取付）

フッ ク棒

盤名称

盤記号 1

高圧受電盤 高圧コンデンサ盤 低圧電灯盤

2 3

低圧動力盤No.1 低圧動力盤No.2

4 5

右側面図

寸法は参考とする

ＧＬ

（網入りガラス）

KB5- 001

（網入りガラス）

KB5- 001

（網入りガラス）（網入りガラス）（網入りガラス）

KB5- 001KB5 -001KB5 -001 40
0

鉄筋ＳＤ１３タテ＊ヨコ＠２００

基礎 Ｆｃ＝２１Ｎ/ｍｍ
２００ｘ２００ｘ４５０Ｈ　

基礎ブロック

２防虫網付

再生クラッシャーラン（ＲＣ－４０）

基礎ブロック２００ｘ２００ｘ４５０Ｈ　

ネットフェンスＨ＝１８００

（寸法は参考とする。）

新設屋外キュービクル基礎・ネットフェンス平面図

GL-550掘削範囲

基礎ブロック２００ｘ２００ｘ４５０Ｈ　
主柱及びコーナー柱用

門扉Ｗ＝２０００

正面図

寸法は参考とする

JIS準拠品

低圧動力盤No.1に取付

ＧＬ

再生クラッシャーラン（ＲＣ－４０）
捨てコンクリート

分割点

基礎ブロック
２００ｘ２００ｘ４５０Ｈ

再生クラッシャーラン（ＲＣ－４０）

ネットフェンスＨ＝１８００

ベース：溶融亜鉛めっき

ネットフェンスＨ＝１８００
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縮尺科　長 担　当所　長 主　査 図面番号

環境省　　新宿御苑管理事務所

図面名称

件　　名

N・S

令和３年度新宿御苑電気自動車充電設備等整備工事

大木戸駐車場電気自動車充電設備用分電盤

Ｅ-０７

D

雨水桝

雨水桝

外灯

マンホール(雨水)

参考寸法 900W×450D×1500H

小動物対策の為、鉄板処理

MCCB MCCBMCCBMCCB MCCBMCCBMCCB
3P3P 3P

MCCB

30A
2P200V 2P200V 2P200V

200A 200A 200A
2P100V 2P100V
20A 20A

3A 3B 3C

SM SM SM SM

120A 250A 250A 250A

1C

200V
3φ3W

200V
3φ3W 3φ3W

200V
1φ3W

100/200V

1

急
速

E
V
充

電
装

置
①

(5
0
K
W)

急
速

E
V
充

電
装

置
②

(
50

K
W
)

予
備

2

正面 前面扉付(鍵付)

正面 前面扉付(鍵付)

ケーブル引出口(FEP100φ×5)～ハンドホールへ

正面 前面扉付(ビス留め)

ＧＬ

チャンネルベース

900
1,
50
0

捨てコンクリート

再生クラッシャーラン（ＲＣ－４０）

この部分は機器スペースとする

大木戸駐車場変電所(新設)へ

ハンドホール

大木戸駐車場分電盤 自立型屋外防水仕様(ブラウン)

2500 2500 2500 2500 3000 3900

2100

Ｅ

900*900*900

大木戸駐車場

新宿御苑敷地内

柵 柵

新
宿
御
苑
敷
地
内

土
間
部

アスファルト部

掘削範囲

※基礎

コンクリート厚 300mm 再生クラッシャーラン(RC-40)100mm 捨てコンクリート50mm

鉄筋D13 タテ×ヨコ@200 FC=21N/mm2

150100 150200

1,800

1,400

900

1,200

1
00

2
00

5
0

1
00

3
50

1,800

300 1,200

100 200

300

900 150150

1
50

1
50

4
50

30
0

3
00

7
50

1
,3

50

大木戸駐車場分電盤

500

E
V
普

通
充

電
(親

機
)
 
4K

W

E
V
普

通
充

電
(
子

機
)
 4

K
W

予
備

①

予
備

②

MCCB
2P200V
30A

予
備

①

照
明

/
シ

ス
テ

ム
電

源

50A30A

〇　設置場所は新宿御苑大木戸駐車場(管理会社はタイムズ)

〇　令和３年度は課金システム付き普通EV充電装置２台(親機1台,子機1台)を設置予定

〇　普通又は急速EV充電装置を来年度以降増設予定(電源・設置スペースを確保する)

〇　普通EV充電装置は、今年度の親機導入により、子機9台まで増設可能。

〇　電灯・動力共に積算電力計の設置スペースを確保する

積算電力計(1φ2W-200V-120A無線機能なし)　取付 １個

※Ｄ種接地工事
フェンスなし



１．　本工事に於いて使用するFEP管は難燃性とする。

２．　掘削管路には山砂100ｍｍ敷設を見込むこと。

３．　アスファルト舗装の仕様は、ハンドホール等土工図を参照とする。

５．　埋設シート（W150 2倍折）はFEP100x1条に対して1条を見込むこと。

防止する措置を講ずること。

４．　ハンドホ-ルには水抜き穴を設置するとともに、配管内に水、砂の侵入を

注　記

縮尺科　長 担　当所　長 主　査 図面番号

環境省　　新宿御苑管理事務所

図面名称

件　　名

1／400

新宿御苑トンネル

大木戸門

大温室

令和３年度新宿御苑電気自動車充電設備等整備工事

ケーブルルート図（その１）

E-０８

新宿御苑ミュージアム(R3竣工)

★

★

★

Ｎ

★

大木戸変電所

★

★

大木戸休憩室
（新御殿）

★

★

★

★

★

★

★

新設ハンドホ-ル

新設ハンドホ-ル 中耐蓋H2-9+R2K-60
2K

既設ハンドホ-ル

重耐蓋
8K

H2-9+R8K-60

★ コンクリ-ト製

鉄製地中埋設標

地中埋設標

備　　　考摘　　要名　　称

凡例

記　号

(温39)

(温42)

(温00)

(温41)

(B1)

2K

★

★

(B2)

2K

(B3)

8K

(B8)

2K

(B7)
2K

8K

(B5)

(B6)

8K

8K

(B4)

2K (B9)

(B10)

既設管路使用(FEP100)

既設管路使用(FEP100)

電灯盤まで先方管にて通線

動力盤まで先方管にて通線

土間部31.0m(掘削長30.0m)
予備管(導入線)　FEP(100)30.0m×1
（HH/FEP内31.0m,内線菅内6.0m,立上り2.0m）
灯：600V EM-CET150□39.0m FEP(100)30.0m

アスファルト部1.5m(掘削長1.0m) 土間部19.5m(掘削長19.0m)
予備管(導入線)　FEP(100)20.0m×1

（HH/FEP内21.0m,内線菅内7.0m,立上り2.0m）

力：600V EM-CET100□30.0m FEP(100)20.0m
灯：600V EM-CET150□21.0m FEP(100)20.0m,

既設管路使用(FEP100×2,FEP50×1)

制御：EM-CEE1.25□2C 12.5m

力：600V EM-CET100□12.5m

灯：600V EM-CET150□12.5m

力：600V EM-CET100□36.0m

制御：EM-CEE1.25□2C 36.0m

既設管路使用(FEP100×2,FEP50×1)

6kV EM-CET38□24.5m

既設管路使用(FEP100)

アスファルト部12.0m(掘削長11.5m) 土間部11.0m(掘削長10.5m)
予備管(導入線)　FEP(100)22.0m×3
制御：EM-CEE1.25□2C 23.0m FEP(50)22.0m
力：600V EM-CET100□23.0m FEP(100)22.0m

6kV EM-CET38□23.0m FEP(100)22.0m
灯：600V EM-CET150□23.0m FEP(100)22.0m

地中埋設シ-ト 低圧30.0m

土間部8.5m(掘削長7.5m)
予備管(導入線)　FEP(100)7.5m×3
灯：600V EM-CET100□8.5m FEP(100)7.5m

灯：600V EM-CET100□18.0m FEP(100)18.0m
力：600V EM-CET100□18.0m FEP(100)18.0m
灯：600V EM-CET150□18.0m FEP(100)18.0m
6kV EM-CET38□18.0m FEP(100)18.0m

制御：EM-CEE1.25□2C 18.0m FEP(50)18.0m
予備管(導入線)　FEP(100)18.0m×6

通信18.0m

6kV EM-CET38□31.0m

6kV EM-CET38□24.5m

既設管路使用(FEP100)

6kV EM-CET38□23.5m
既設管路使用(FEP100)

6kV EM-CET38□22.0m

既設管路使用(FEP100)

6kV EM-CET38□7.0m

6kV EM-CET38□14.5m

既設管路使用(FEP100)

既設管路使用(FEP100)
6kV EM-CET38□11.0m

6kV EM-CET38□5m FEP(100)4.5m

アスファルト部 2.5m(掘削長4.0m)

FEP管内 4.5m (地中立上0.5m含む)

地中埋設シ-ト 3.5m

6kV EM-CET38□6m
キュービクル内 5m 立上 1m
高圧ケーブル端末処理

プルボックスSS400×400×400-SUS 1個所

大木戸休憩所トイレ

(建て替え予定地)

土間部18.0m(掘削長17.5m)

（HH/FEP内21.0m,内線菅内7.0m,立上り2.0m）

地中埋設シ-ト 低圧60.0m, 通信20.0m

土間部6.0m(掘削長6.0m)

地中埋設シ-ト 低圧9.0m

予備管(導入線)　FEP(100)6.0m×3

（キュービクル内 4.0m 立上 1.5m）

高圧ケーブル端末処理

制御：EM-CEE1.25□2C 5.5m

灯：600V EM-CET100□5.5m
力：600V EM-CET100□5.5m
灯：600V EM-CET150□5.5m
6kV EM-CET38□5.5m

8K

8K

8K

8K8K

(温37)

Ｅ

大木戸駐車場分電盤(新設)

E

灯：600V EM-CET150□36.0m

FEP(40)3.0m(立上り1.0m 土間部2.0m) 地中埋設シ-ト 2.0m

ED：600V EM-IE 5.5□6.0m(キュービクル内3.0m 管内3.0m)

灯：600V EM-CET100□2.5m FEP(100)1.5m
（HH内0.5m FEP内1.5m 立上0.5m）
予備管(導入線)　FEP(100)1.5m×3
土間部1.5m(掘削長1.0m)

地中埋設シ-ト 低圧6.0m

2K E

EAD：600V EM-IE 22□12.0m(キュービクル内5.0m 管内7.0m)

ED(ELB)：600V EM-IE 22□12.0m(キュービクル内5.0m 管内7.0m)
EB：600V EM-IE 100□12.0m(キュービクル内5.0m 管内7.0m)

FEP(40)7.0m×3(立上り1.5m 土間部5.5m) 地中埋設シ-ト 5.5m×3
大木戸駐車場変電所(新設)

機械はつり (150φ,L:100)×1ヶ所

機械はつり (150φ,L:100)×2ヶ所

機械はつり (150φ,L:100)×10ヶ所
 (75φ,L:100)×1ヶ所

機械はつり (150φ,L:100)×4ヶ所

機械はつり (150φ,L:100)×8ヶ所

機械はつり (150φ,L:100)×12ヶ所 (75φ,L:100)×2ヶ所

機械はつり (150φ,L:100)×6ヶ所 (75φ,L:100)×2ヶ所

地中埋設シ-ト 低圧60.0m
機械はつり (150φ,L:100)×4ヶ所

制御：EM-CEE1.25□2C 30.0m FEP(50)20.0m

地中埋設シ-ト 高低圧75.0m 通信15.0m

地中埋設シ-ト 高低圧66.0m, 通信22.0m



灯：600V EM-CE-3C-8□ 20.0m(トイレ)

7,0 00

4 ,
80
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令和３年度新宿御苑電気自動車充電設備等整備工事件　　名

図面名称

所　長 科　長 主　査 担　当 縮　尺 1／100 図面番号

Ｅ-０９

環境省　　新宿御苑管理事務所

中央休憩所変電所ケーブルルート図

レストハウス変電所へ既設低圧ケーブル

既設高圧ケーブル

太陽光発電設備

太陽光発電設備

新設高圧ケーブル

新設低圧ケーブル

※

6kV EM-CET38□ 10.5m 

地中埋設シ-ト 8.0m

トラフ～高圧分岐キャビネット

(新)中央休憩所変電所～※

力：600V EM-CE-3C-8□ 20.0m(ポンプ)

灯：600V EM-CE-3C-8□ 20.0m(自販機)

土間部15.5m(掘削長15.5m)

地中埋設シ-ト 15.5m×3

FEP(50)15.5m×3 既設管路3.0m ピット内1.5m

高圧ケーブル端末処理
6kV EM-CET38□ 4.5m (ラック3.0m 立上1.5m)
高圧分岐キャビネット内

灯：600V EM-CE-3C-8□ 6.0m(自販機)

力：600V EM-CE-3C-8□ 6.0m(ポンプ)
灯：600V EM-CE-3C-8□ 6.0m(トイレ)

 (ラック4.5m 立上1.5m)

ケーブル端末は既設MCCBへ差込

既設ケーブル引抜(6kV EM-CET38□ 5m)
異種高圧ケーブル直線接続材料(22□×38□×3相）

トラフ～既設低圧ケーブル

地中埋設シ-ト 5.0m×2

地中埋設シ-ト 5.0m

6kV CVT22□ 5.0m(既設ケーブル現再) 

トラフ～既設高圧ケーブル

※～トラフ
灯(トイレ)：600V EM-CE-3C-8□ 2.5m
力(ポンプ)：600V EM-CE-3C-8□ 2.5m

FEP(50) 2.0m×2 土間部2.0m(掘削長2.0m)

地中埋設シ-ト 5.0m×2

地中埋設シ-ト 5.0m

既設ケーブル引抜(600V CV-3C-8□ 10m×2)

(旧)中央休憩所変電所か解体・撤去

Ｎ
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50
65 山砂

土

埋設シートW=150 2倍折3列

S=1/20

ＧＬ

【土間部】FEP50：外径65φ
695

【土間部】FEP50：外径65φ

【土間部】FEP50：外径65φ

7
6
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S=1/20

ＧＬ
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土
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土
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65 65

3
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1
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山砂

580

高圧分岐キャビネット(電源)へ

土

ＧＬ
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1
0
0

2
5
5

270

1
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200
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870 山砂

トラフ

【土間部】※～負荷へ

870

ケーブルトラフ(C) (200×270×500)据付×1個

ケーブルトラフ(A) (200×270×500)据付×2個

トラフ（地中直線接続部）

撤去

低圧動力分電盤

低圧電灯分電盤

既設ハンドホ-ル

地中埋設標(コンクリート製)

地中埋設標(鉄製)

記号 記号名称 名称

土

ＧＬ

13
0

30
0

12
0

1
0
0

5
0

3
5 5
0

7
8
5 6
85

10
0

2
55

270

17
0

200
300 35 200 35 300

870 山砂

トラフ

【土間部】※～負荷へ

870

トラフ(A)～高圧分岐キャビネット
【土間部】FEP100：外径130φ

S=1/20

山砂

土

ＧＬ

3
00

3
0
0

1
3
0

1
0
0

200 130 200

530

8
30

★

★

★

★

★

★

★

高圧分岐キャビネット

(新)中央休憩所変電所

自販機

中央休憩所トイレ

①高圧直線接続部(トラフ(A))

②高圧配管埋設参考図(FEP100×1)

③低圧直線接続部(トラフ(B),(C))
中央休憩所変電所～※

④低圧配管埋設参考図(FEP50×3)

※～トラフ(B)～負荷
⑤低圧配管埋設参考図(FEP50×2)

※～トラフ(C)～負荷
⑥低圧配管埋設参考図(FEP50×1)

低圧ケーブル直線接続材料(8□×8□×3相）

S=1/20
S=1/20

土間部5.0m(掘削長5.0m)

土間部 5.0m(掘削長5.0m)
トラフ0.5m, FEP(100)4.5m(既設管路現再)

トラフ0.5m, FEP(50)4.5m×2(既設管路現再)

土間部 8.0m(掘削長7.0m)

トラフ0.5m, FEP(50)4.5m (既設管路現再)
土間部5.0m(掘削長5.0m)

中央休憩所

6kV CVT22□3.0m 撤去
土間部8.0m　(掘削長8.0m)

灯：600V CV3.5□-2C-4.0m 撤去[トイレ]

力：600V CV5.5□-3C-4.0m 撤去[ポンプ]

土間部4.0m (掘削長4.0m)

灯：600V VVF2.6□-2C-4.0m 撤去[自販機]

(旧)中央休憩所変電所

※～トラフ

灯(自販機)：600V EM-CE-3C-8□ 3.5m
FEP(50) 3.0m 土間部2.0m(掘削長3.0m)

地中埋設シ-ト 5.0m

灯：600V VVF2.6□-2C-3.0m 撤去[自販機]

土間部3.0m (掘削長3.0m)

土間部3.0m (掘削長3.0m)

灯：600V CV3.5□-2C-3.0m 撤去[トイレ]

力：600V CV5.5□-3C-3.0m 撤去[ポンプ]

灯(トイレ)：600V CV3.5□-2C 5.0m(既設ケーブル現再)
力(ポンプ)：600V CV5.5□-3C 5.0m(既設ケーブル現再)

低圧ケーブル直線接続材料(8□×8□×6相）

ケーブルトラフ(B) (200×270×500)据付×1個

既設ケーブル引抜(6kV EM-CET38□ 8.0m)

(新)中央休憩所変電所内
灯：600V VVF2.6□-2C-3.0m(ラック2.0m, 立上り1.0m)撤去[自販機]
力：600V CV5.5□-3C-3.0m(ラック2.0m, 立上り1.0m)撤去[ポンプ]
灯：600V CV3.5□-2C-3.0m(ラック2.0m, 立上り1.0m)撤去[トイレ]

キュービクル本体解体/コンクリート基礎・フェンス解体
高圧受電盤、ＬＢＳ、ＰＣ、ＣＨ撤去
単相変圧器、三相変圧器、コンデンサ撤去
電灯盤、動力盤撤去
撤去品搬出、廃棄処理

6kV CVT22□3.0m(ラック2.0m, 立上り1.0m)撤去
6kV EM-CET38□3.0m(ラック2.0m, 立上り1.0m)撤去

トラフ～既設低圧ケーブル
灯(自販機)：600V VVF2.6mm-2C 5.0m(既設ケーブル現再)

埋設シートW=150 2倍折1列

埋設シートW=150 2倍折2列

埋設シートW=150 2倍折1列
埋設シートW=150 2倍折1列

埋設シートW=150 2倍折1列

トラフ0.5m, FEP(80)6.5m既設管路3.5m
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令和３年度新宿御苑電気自動車充電設備等整備工事

ハンドホール等土工図
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４．配管埋設参考図(FEP100×3)【土間部】S=1/20
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３．配管埋設参考図(FEP100×1)【アスファルト部】S=1/20
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(B9)～大木戸駐車場変電所
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(B4)～(B9)

埋設シートW=150 2倍折3列

山砂

山砂

FEP100：外径130φ，FEP50：外形65φ 

６．配管埋設参考図（FEP100×6，FEP50×1）【アスファルト部】S=1/20 ７．配管埋設参考図（FEP100×6，FEP50×1）【土間部】S=1/20 ８．配管埋設参考図（FEP100×10，FEP50×1）【土間部】S=1/20 ９．配管埋設参考図（FEP100×10，FEP50×1）【土間部】S=1/20

１０．配管埋設参考図(FEP100×4)【土間部】S=1/20

FEP100：外径130φ，FEP50：外形65φ 

１１．配管埋設参考図（FEP100×3，FEP50×1）【アスファルト部】S=1/20 １２．配管埋設参考図（FEP100×3，FEP50×1）【土間部】S=1/20
FEP100：外径130φ

１３．配管埋設参考図(FEP100×2)【土間部】S=1/20

大木戸駐車場変電所内（B9）側

埋設シートW=150 2倍折1列
埋設シートW=150 2倍折1列

埋設シートW=150 2倍折1列 埋設シートW=150 2倍折1列
埋設シートW=150 2倍折1列

埋設シートW=150 2倍折5列 埋設シートW=150 2倍折5列

埋設シートW=150 2倍折1列

埋設シートW=150 2倍折4列

埋設シートW=150 2倍折1列 埋設シートW=150 2倍折1列

埋設シートW=150 2倍折2列

大木戸駐車場変電所内(増設管路/予備ルート)大木戸駐車場変電所～増設管路(予備ルート)



縮尺科　長 担　当

件　　名

所　長 主　査

環境省　　新宿御苑管理事務所

図面名称

令和３年度新宿御苑電気自動車充電設備等整備工事

図面番号
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大木戸駐車場電気自動車充電設備平面図

HH(B10)～EV充電装置
【土間部】FEP40：外径55φ

HH(B10)～EV充電装置
【アスファルト舗装部】FEP40：外径55φ

HH(B10)～EV充電装置
【アスファルト舗装部】FEP40：外径55φ

③低圧配管埋設参考図(FEP40×2)
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側　面　図

アスファルト部1.5m(掘削長1.5m) 地中埋設シ-ト 1.5m×2

通信：600V FCPEV-0.9mm-10P 6.5m(FEP内3.5m,親子機1.5m×2)
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450

再生クラッシャーラン(RC-40)

再生クラッシャーラン(RC-40)

再生クラッシャーラン(RC-40)

FEP(40)3.5m (アスファルト部1.5m,立上り1.0m×2)

★

★

H2-9+R2K-60
2K

8K
H2-9+R8K-60

★ コンクリ-ト製

鉄製

摘　　要名　　称記　号

中耐蓋

重耐蓋

凡例

新設ハンドホ-ル

新設ハンドホ-ル

既設ハンドホ-ル

地中埋設標

地中埋設標

大木戸駐車場分電盤

大木戸駐車場変電所へ

埋設シートW=150 2倍折2列

灯：600V EM-CE-3C-8□ 6.5m(FEP内3.5m,親子機1.5m×2)

＜主要機器＞

充電スタンド(親機)・・１台

充電スタンド(子機)・・1台

車止めポスト(着脱式)・・５基

車線分離標・・８基

パーキングブロック・・４基

区画線・・２５ｍ

薄層カラー舗装・・45.8ｍ２

貼付路面シート・・２箇所

歩車道境界ブロック・・12.5ｍ

標識柱・・２基

標識板・・２枚

HH(B10)～EV充電装置(親機)

導入線(予備菅) 12.5m
機械はつり(75φ, L:100)×3

地中埋設シ-ト 10.5m×3

1,480

5
,
50

0

3,970

厚鋼電線管 G104 φ100×4.0m×3箇所

灯：600V EM-CE-3C-8□ 17.5m×2 (HH～盤3.5m,FEP内12.5m,親機1.5m)

道路復旧：1.48m×5.5m-(0.5m×0.5m＋0.45m×0.45m+0.3m×0.3m×10)＝6.792

アスファルト廃棄物：2.0m×5.75m×0.07m＝0.81m3

アスファルト切断(70)　(2.0m+5.75m)×2＝15.5m

＜個別＞

アスファルト破砕(70)　2.0m×5.75m=11.5m2
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FEP(40)12.5m×3 (土間部1.0m,アスファルト部10.5m,立上り1.0m)
土間部1.0m(掘削長1.0m) アスファルト部10.5m(掘削長10.5m)


